
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
土
地
を
活
用
し
た

千
葉
県
佐
倉
市
の
太
陽
光
発
電
所

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
概
要
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
取
り
組
み

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

は

「
太
陽
と
風
の
め
ぐ
み
を
生
か

し
、
メ
ガ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に

挑
戦
―
集
中
型
・
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
普
及
で
低
炭

素
社
会
―
」
を
テ
ー
マ
に
事
例

研
究
会
を
開
催
し
た

岩渕安孝氏ＮＴＴファシリティーズソーラープロジェクト本部部長
緊
急
時
の
直
流
給
電
な
ど
検
討

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
概

要
を
紹
介
し
た
い
。
１

の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
場
合
、
設
備
利
用
率

％

と
し
て
発
電
量
は
年
間
約

億

時
と
な
り
、
一
般
家
庭
で

年
間
約
３
０
０
軒
の
家
庭
の
電

気
が
賄
え
る
。
こ
れ
を
石
油
に

換
算
す
る
と

缶
で
年
間
約

１
万
４
２
０
０
本
必
要
に
な

る
。

　
環
境
へ
の
効
果
は
、
同
じ
発

電
量
で
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

削
減
量
に
換
算
す
る
と
東

京
ド
ー
ム
約

個
分
の
面
積
の

森
林
と
同
等
の
吸
収
効
果
が
あ

る
。

　
ま
た
、
地
球
に
降
り
注
ぐ
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
時
間
分
で
人

類
の
１
年
間
の
電
力
量
を
カ
バ

ー
で
き
る
。
ゴ
ビ
砂
漠
の
大
き

さ
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
す
る

と
、
ほ
ぼ
全
世
界
の
電
力
を
賄

え
る
。

　
２
０
１
２
年
７
月
１
日
に
固

定
価
格
買
取
制
度
が
始
ま
っ

た
。
太
陽
光
発
電
は
１

時

あ
た
り

円

税
込
み

の
買

い
取
り
価
格
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
発
電
し
た
電
気
を

電
力
会
社
に
売
電
で
き
る
の

で
、
企
業
や
自
治
体
が
発
電
事

業
と
と
ら
え
て
動
き
始
め
て
い

る
の
が
特
徴
だ
。
電
力
会
社
は

購
入
し
た
電
気
を
太
陽
光
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
と
し
て
電
気
料
金
に

上
乗
せ
す
る
の
で
そ
の
分
が
国

民
負
担
に
な
る
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｒ

内
部
利
益
率

で

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
事
業

性
を
紹
介
し
た
い
。
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
２

規
模

の
場
合
１

あ
た
り

万
―

万
円
の
シ
ス
テ
ム
価
格
で
は

プ
ラ
ス
転
換
年
が

年
目
ぐ
ら

い
に
な
る
。
投
資
案
件
と
し
て

年
が
長
い
と
い
う
説
も
あ
れ

ば
、
回
収
年
数
と
し
て
安
定
し

て
い
て
良
い
と
い
う
見
方
も
あ

る
。
た
だ
、
設
備
の
利
用
率
や

土
地
の
価
格
、
連
系
の
費
用
な

ど
約

個
ぐ
ら
い
の
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
が
関
係
し
、
全
部
計
算
し

た
結
果
が
Ｉ
Ｒ
Ｒ
で
６
％
と
い

う
の
が
事
業
者
の
判
断
基
準
に

な
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
太
陽
光

発
電
を

年
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。
１
９
６
２
年
に
九
州

の
離
島
で
公
衆
電
話
の
自
立
電

源
設
備
と
し
て
太
陽
電
池
を
使

っ
た
の
が
始
ま
り
だ
。
こ
の

年
ぐ
ら
い
は
容
量
の
大
き
い
も

の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。

年
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
に
当
時
と
し
て
は
世

界
最
大
級
の
太
陽
電
池
５
５
５

を
屋
上
に
導
入
し
た
。

　
７
年
前
に
は
山
梨
県
の
北
杜

市
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
実
証
研
究
の
委
託
を
受
け
、

メ
ガ
ワ
ッ
ト
級
の
太
陽
光
発
電

所
を
設
置
し
た
。

種
類
の
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
設
置
し
て
評
価
も

行
っ
て
き
た
。

　
こ
こ
数
年
は
座
間
に
あ
る
顧

客
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
に

国
内
で
最
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
設
置
し
た
り
、
大
手
建
材
・

住
宅
設
備
機
器
メ
ー
カ
ー
の
茨

城
県
や
九
州
・
有
明
で
当
時
最

大
規
模
の
７
・
５

の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
を
手
が
け
た
り
し

た
。

年
間
で
み
る
と
昨
年
度

ま
で
９
１
０
カ
所
、

を

設
置
し
て
き
た
。

　
２
０
１
２
年
度
の
太
陽
光
発

電
の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
状
況
は
、
こ
れ

ま
で
の
倍
以
上
を
手
が
け
て
い

る
状
況
だ
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
普
及
し
て
い
く
な
か
で
我
々

も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
地
元
自
治
体
や
土
地
所
有

者
へ
の
期
待
に
も
応
え
て
い

く
。

年
度
に
構
築
す
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
は
全
国
で

カ
所
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
千
葉
県
佐
倉
市
に
あ
る

太
陽
光
発
電
所
で

年

月
に

完
成
し
た
。
大
き
さ
は
２

で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
無
線
中

継
所
の
跡
地
を
活
用
し
て
設
置

し
た
。

　
防
災
の
観
点
で
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
時

に
、
多
く
の
太
陽
光
発
電
は
発

電
で
き
た
が
、
自
分
た
ち
で
消

費
す
る
た
め
の
切
り
替
え
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
緊

急
時
に
切
り
替
え
が
で
き
、
電

気
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
も
貢
献

で
き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い

る
。
通
常
は
系
統
連
系
の
交
流

の
電
気
を
使
い
、
停
電
な
ど
で

は
無
瞬
断
に
切
り
替
え
、
直
流

給
電
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み

だ
。
昼
夜
で
の
使
い
方
の
工
夫

も
検
討
し
て
い
る
。

　グリーンフォーラム （茅陽一座長 地球環境産業技術研
究機構理事長）は２月 日、 年度第３回事例研究会を開
いた。テーマは「太陽と風のめぐみを生かし、メガ・フロン
ティアに挑戦―集中型・再生可能エネルギー設備の普及で低
炭素社会―」。メガソーラーに取り組む岩渕安孝ＮＴＴファ
シリティーズソーラープロジェクト本部部長、アジアをネッ
トワークして太陽エネルギーの集光技術を研究する玉浦裕東
京工業大学教授、世界のバイオエタノールの情勢を調査研究
する山本博巳電力中央研究所社会経済研究所上席研究員の３
氏が講演に立ち、大規模再生可能エネルギーの実施事例を挙
げながら 技術やコスト 今後の事業可能性などを検証した

メガ・フロンティアに挑戦
―集中型・再生可能エネルギー設備の普及で低炭素社会―

玉浦裕氏東京工業大学　理工学研究科・化学専攻地球環境化学講座教授

ア
ジ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
集
光
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

「
ス
マ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
」
実
証
実
験

　
集
光
太
陽
熱
発
電
は
日
本
で

は
基
本
的
に
非
常
に
難
し
い
と

認
識
し
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
の

サ
ン
ベ
ル
ト
で
あ
る
イ
ン
ド
の

北
西
部
、
モ
ン
ゴ
ル
、
内
モ
ン

ゴ
ル
や
、
豪
州
な
ど
を
電
力
網

で
結
び
、
日
本
の
技
術
を
使
っ

て
Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ

高
圧
直
流
送

電

で
電
気
を
日
本
に
持
っ
て

く
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ン

ベ
ル
ト
開
発
、
最
近
は
ア
ジ
ア

エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ａ
Ｅ
Ｎ

と
名
称
変
更
し
て

い
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

東
工
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
社

会
問
題
解
決
型
と
し
て
ア
ジ
ア

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
域
で
実
施
す

る
。
ま
た
、
国
際
的
な
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
大
学
と

産
業
界
が
一
緒
に
な
っ
て
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
だ
。
ア
ジ
ア
の
大
学

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
実
証

実
験
を
行
う
。
Ａ
Ｅ
Ｎ
で
は

「
ス
マ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
い

う
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

ス
ラ
ム
化
や
大
規
模
化
す
る
前

の
ビ
レ
ッ
ジ
の
段
階
で
ス
マ
ー

ト
化
す
る
。
具
体
的
に
は
太
陽

光
発
電
や
太
陽
熱
発
電
を
導
入

し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
ス
マ
ー

ト
ビ
レ
ッ
ジ
を
展
開
す
る
。
電

気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

や
現
在
あ

る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
的
な
も

の
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｎ
は
以
前
、
単
に
サ
ン

ベ
ル
ト
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

開
発
し
、
都
市
に
電
気
を
送
る

と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
最
近

は
人
口
増
加
の
問
題
や
貧
富
の

差
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

解
決
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
取
り

入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
日
本
国
内
の
集
光
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
ま
と
め

た
。
Ｃ
Ｐ
Ｖ

集
光
型
太
陽
光

発
電

は
か
な
り
可
能
性
が
あ

る
。
山
梨
県
北
杜
市
で
現
在
デ

ー
タ
を
と
っ
て
お
り
、
結
構
実

現
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
、
集

光
太
陽
熱
を
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ

な
げ
ら
れ
る
。
発
酵
熱
に
使
用

す
る
の
が
一
番
よ
い
。

　
Ｃ
Ｐ
Ｖ
は
集
光
し
て

―

％
の
変
換
効
率
が
得
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
太
陽
光
発
電
に
追

い
つ
く
の
で
は
な
い
か
。
コ
ス

ト
も
集
光
部
に
置
く
太
陽
電
池

を
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
す
る
な
ど
、

日
本
の
独
自
技
術
で
産
業
化
し

て
世
界
に
打
っ
て
出
れ
ば
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
集
光
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
タ

ワ
ー
型

鏡
で
集
め
た
光
を
タ

ワ
ー
の
上
部
の
一
点
に
集
光

し
、
そ
こ
に
太
陽
電
池
を
置
い

て
発
電

、
ト
ラ
フ
型

曲
面

鏡
を
用
い
、
鏡
の
前
に
設
置
さ

れ
た
パ
イ
プ
に
太
陽
光
を
集
中

さ
せ
、
パ
イ
プ
内
に
流
れ
る
液

体
を
加
熱
し
、
そ
の
熱
で
発

電

と
言
わ
れ
る
タ
イ
プ
が
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
で
、
最
も
普
及
し
て

い
る
の
が
ト
ラ
フ
型
だ
。
こ
の

ほ
か
に
、
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
い
う

タ
イ
プ
も
あ
る
。

　
５
、
６
年
前
か
ら
リ
ニ
ア
フ

レ
ネ
ル
と
い
う
タ
イ
プ
が
出
て

い
る
。
こ
れ
は
ミ
ラ
ー
が
す
ぐ

地
面
の
上
に
備
え
て
あ
る
タ
イ

プ
で
、
非
常
に
コ
ス
ト
が
安
く

風
に
強
い
な
ど
の
利
点
が
あ

り
、
有
望
な
技
術
と
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
変
換
効
率
が
タ
ワ

ー
型
や
ト
ラ
フ
型
と
比
べ
る
と

低
い
。

　
我
々
が
開
発
し
た
「
ク
ロ
ス

リ
ニ
ア
ー
」
は
、
集
光
ラ
イ
ン

と
ミ
ラ
ー
ラ
イ
ン
が
垂
直
に
な

る
よ
う
に
並
べ
る
方
式
だ
。
線

形
フ
レ
ネ
ル
と
い
う
ト
ラ
フ
型

の
変
形
し
た
タ
イ
プ
と
比
べ
て

大
幅
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
に
太

陽
電
池
や
集
光
設
備
を
置
こ
う

と
し
て
も
、
緯
度
が
高
く
て
ト

ラ
フ
型
や
タ
ワ
ー
型
は
集
光
で

き
ず
撤
退
し
た
が
、
ク
ロ
ス
リ

ニ
ア
ー
は
対
応
で
き
る
。

　
ク
ロ
ス
リ
ニ
ア
ー
で
太
陽
光

発
電
を
行
う
場
合
、
集
光
フ
ラ

ッ
ク
ス
を
均
一
化
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
四
季
に
よ
る
太

陽
高
度
の
変
動
を
受
け
に
く
い

こ
と
も
あ
る
。
ク
ロ
ス
リ
ニ
ア

ー
の
熱
利
用
で
は
、
２
０
０
―

６
０
０
度
Ｃ
で
の
温
度
範
囲
に

な
る
の
で
ス
ク
リ
ュ
ー
型
の
ス

チ
ー
ム
発
電
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
栽
培
、
植
物
工
場
へ
の
熱
供

給
に
向
い
て
い
る
。
ク
ロ
ス
リ

ニ
ア
ー
の
太
陽
熱
電
池
は
イ
ン

ド
で
非
常
に
有
効
で
、
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

る
最
中
だ
。

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 ３月２２日 金曜日 　　


